
Ⅰ．はじめに

　現在のマツノザイセンチュウ抵抗性クロマツ苗の生産は，１９７８
年から実施した「マツノザイセンチュウ抵抗性育種事業」で選抜
された１６の抵抗性クローン（藤本ほか，１９８９）を母樹とする自然
交配実生苗を用いている（戸田・寺田，２００１）。しかしながら，
これらの実生苗はマツノザイセンチュウ（以下，材線虫）接種検
定による合格木の割合が５割程度以下と低いため，苗木生産性の
観点から合格率の向上が課題となっている。また，線虫接種検定
に使用している島原個体群は安定した加害性，増殖性及び活性の
持続性等から決定（藤本ほか，１９８９）されたものであるが，他に
強い線虫が存在する（藤本ほか，１９８９）ことから，検定合格苗を
現地に植栽しても，将来，材線虫被害を受ける可能性がある。
　そこで，実生苗の抵抗性の向上を図るため，抵抗性クローン同
士で人工交配した実生苗に強線虫を接種して抵抗性個体を選抜し，
さらに特定個体を交配した三元交配家系について接種検定を試み
たので報告する。

Ⅱ．　材料と方法

１．抵抗性個体の選抜
（１）材料
　供試材料は，種子親を田辺ク－５４，波方ク－３７，志摩ク－６４及
び津屋崎ク－５０とし，花粉親を三崎ク－９０，志摩ク－６４，津屋崎
ク－５０とした自殖家系を除く１０家系で，１９９６年４月に宮崎県宮崎
市高岡町のマツ採種園（以下，高岡町マツ採種園）において人工
交配し，その後育苗した４６２個体である。
（２）方法
　１９９９年〜２００１年のそれぞれ８月１８日、７月２１日、７月１８日に，
宮崎県林業技術センター（以下，県林業センター）内の苗畑にお
いて，材線虫を毎年１回ずつ計３回接種した。１回目及び２回目
に使用した線虫は「島原個体群」で苗木１本あたり，それぞれ
５，０００頭及び１０，０００頭とし，３回目は強病原性系統の線虫「Ka－
４」（Kosaka et al., ２００１；玉城・山野邉，２００６）１５，０００頭を改良
剥皮接種法（藤本ほか，１９８９）により接種した。接種から５ヶ月

後，目視による調査を行い，健全だった苗を抵抗性個体として選
抜した。
２．三元交配種の接種検定
（１）材料
　供試材料は，前記の３回接種で健全に生き残った人工交配家系
のうち，早期に雌花の着生が見られた津屋崎ク－５０（♀）×三崎
ク－９０（♂）の１個体（識別記号，ZM３）を種子親とし，２００２
年４月に県林業センターにおいて波方ク－３７の花粉を人工交配し
育苗した４１個体と，高岡町マツ採種園の三崎ク－９０，津屋崎ク－
５０，波方ク－３７，志摩ク－６４を種子親とする自然交配家系で，
２００３年１０月に採種しその後育苗した２１７個体である。なお，自然
交配家系の４家系は抵抗性５段階評価（九州地区林業試験研究機
関連絡協議会育種部会，１９９９）がランク３以上のものを選択した。
（２）方法
　県林業センター内の苗畑において材線虫の接種を２回行った。
１回目を２００５年７月２７日，２回目を２００６年７月２６日に線虫「島原
個体群」を苗木１本あたり，それぞれ５，０００頭及び１０，０００頭を改
良剥皮接種法により接種した。反復数は３で，家系ごとに１反復
あたりほぼ均等本数となるようにした。通常，抵抗性クロマツ苗
木生産における接種回数は１回で，苗木１本当たりの接種頭数は
島原個体群５，０００頭であるが，今回は環境及び接種技術の要因も
考慮し２回行った。接種から５ヶ月後，目視により健全，部分枯
れ，枯死に区分して個体数を調査し，その生存（健全＋部分枯
れ）率と健全率を求めた。さらに生存率及び健全率について逆正
弦変換した値を用いて一元配置分散分析を行うとともに，交配組
み合わせごとに差があるかをFisherの最小有意差法により検討
した。

Ⅲ．結果と考察

１．抵抗性個体の選抜
　３回の線虫接種による選抜結果を表－１に示す。全体の接種本
数４６２本のうち健全だった個体は１０７本（健全率２３％）であった。
種子親家系の健全率でみると，波方ク－３７，志摩ク－６４，津屋崎
ク－５０家系が２１〜３０％であったのに対し，田辺ク－５４家系は９％
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と低い値となった。また，花粉親３家系では，三崎ク－９０及び津
屋崎ク－５０は３０％前後，志摩ク－６４は１４％となった。交配組み合
わせ別では，波方ク－３７×津屋崎ク－５０及び津屋崎ク－５０×三
崎ク－９０でそれぞれ４６％及び４３％と健全率が高く，田辺ク－５４×
三崎ク－９０では６％，田辺ク－５４×志摩ク－６４では健全個体は
認められなかった。今回の選抜では反復を設定していないことか
ら統計解析によるデータは得られていないが，強病原性系統の線
虫「Ka－４」を接種していることから，抵抗性の高い個体が選
抜されたものと考えられる。
２．三元交配種の接種検定
　線虫接種検定の結果を図－１に示す。まず，三崎－９０，津屋崎
ク－５０，波方ク－３７，志摩ク－６４の自然交配家系における生存率
はそれぞれ７１％，６６％，４７％及び４５％で，健全率は４９％，５７％，
３６％及び３７％となり，生存率，健全率ともに家系間で有意な差は
認められなかった。一方，ZM３×波方ク－３７家系の生存率は
９８％，健全率では８８％となり，生存率において三崎ク－９０との間
で５％水準の有意差が認められた以外は，生存率，健全率ともに
自然交配４家系すべてに対して１％水準での有意差が認められた。
このことから，三元交配種を用いることで，高い抵抗性を持つ種
子が生産され，接種検定後の合格率の向上が図られる可能性が示
唆された。また，仮に今後，「島原個体群」より強い病原性の線
虫系統を事業用とする場合，従来より抵抗性の高い苗木生産が可
能となることから，苗木の安定供給が期待できる。

Ⅳ．おわりに

　マツ材線虫病への抵抗性は交配家系の組み合わせにより異なり，
その生存率は遺伝的に決定されている可能性が報告されており
（倉本ほか，２００６），今後は種子親の抵抗性はもとより花粉親の寄
与についての解明も必要となっている（後藤ほか，２００２）。今回
は，選抜した個体のうち早期に雌花が着生した１個体（ZM３）
と波方ク－３７の１家系のみの三元交配家系の試験であったが，今
後はZM３を種子親とした様々な交配組み合わせ，選抜した抵抗
性個体を使用した交配組み合わせなど多くの交配家系について接
種試験を行い，抵抗性の高い交配組み合わせを明らかにしていく
必要がある。
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表－１．３回の線虫接種による抵抗性個体の選抜結果
花　　粉　　親

計津屋崎ク５０志摩ク６４三崎ク９０

 （９）　７—８１ （１４）５—３５ （０）　０—１２ （６）　２—３４田辺ク５４

種　
　

子　
　

親

 （２１）３３—１５８ （４６）１９—４１ （１２）１３—１０７ （１０）１—１０波方ク３７

 （３０）２９—９７ （３０）２１—７１－ （３１）８—２６志摩ク６４

 （３０）３８—１２６－ （２０）１４—７０ （４３）２４—５６津屋崎ク５０

 （２３）１０７—４６２ （３１）４５—１４７ （１４）２７—１８９ （２８）３５—１２６計

下段は接種本数，上段は健全本数，（　）は健全率（％）

図－１．三元交配種及び自然交配家系への接種検定結果
　　　　（　）は接種本数




